
NEDOエネルギー・地球環境分野成果報告会2026
プログラムNo.A1-1-01

NEDO事業紹介

米倉 秀徳

再生可能エネルギー部 風力・海洋ユニット ユニット長

1

発表： 2026年7月21日



CONFIDENTIAL

目 次目 次

1. NEDOの技術開発プロジェクト概要

• 国内におけるこれまでの取り組み

• NEDOの風力発電事業概観

2. 浮体式洋上風力発電にかかる今後の方向性

• 技術開発ロードマップ

3. 本日のプログラム

2



NEDO風力発電関連事業の変遷
1980～2010年頃
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2003
RPS制度開始

※転写・転用はお控えください



NEDO風力発電関連事業の変遷
2010～2020年頃
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2020

写真9 洋上風況マップ NeoWins

2015～2016
洋上風況マップ(NeoWins)の開発

2014～2017
環境アセスメント調査の期間を短縮する手法の実証

2013～2016
着床式洋上ウィンドファームの導入促進及び
事業費・運転保守費の試算

2008～2016
銚子沖・北九州市沖での2MW
着床式洋上風力発電の実証事業（写真4)

写真8 北九州に設置された
浮体式風力発電（バージ型）

2014～2023
50m～100m程度の水深の海域を対象とした
浮体式洋上風力発電システムの研究開発・実証(写真8)

2013～2017
設備利用率向上や風車部品の高度化に
向けた研究開発(スマートメンテナンス

等）
2011～2014

7MW風車向け油圧ドライブトレインの開発(写真5)

～2015
環境省五島沖2MW基実証（写真6)

～2020
経産省福島沖2～7MW基実証(写真7)

写真6 五島沖浮体式
（スパー型）

写真7 福島沖浮体式
（セミサブ型）

2012
FIT制度開始

2010

※転写・転用はお控えください



NEDO風力発電関連事業の変遷
2020年頃～現在
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2020

2030
現在

2018～
洋上風力発電（主に着床）の低コスト施工
技術の技術開発・実証

2020～2022
部品高度化

2024～
沖合での風況観測手法の確立

2021～
GI基金事業フェーズ1 
洋上風力発電低コスト化技術開発（図１）

図1 フェーズ要素技術開発例

2024～
GI基金事業フェーズ2 秋田県沖・愛知県沖
にて浮体式洋上風力発電実証（図2）

図2 フェーズ2実証機イメージ（左：秋田沖、右：愛知県
沖）

2024～
次世代浮体FS(図3)

図3 次世代浮体FSテーマイメージ図

2019
再エネ海域利用法施行

2023～
ウェイク観測・評価に係る研究開発

2023
洋上風況観測ガイドブック公開

2018～2022
風車運用高度化

2018～2022
洋上風況調査手法の確立

※転写・転用はお控えください
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現在進行中の事業の位置づけ
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洋上風況観測

洋上風力発電システム実証研究
（銚子・北九州）

Neowins開発

超大型風力発電システム
実証研究開発(7MW級)
風車部品開発

洋上ウィンドファーム開発支援事業(風況観測、ウェイク)

スマートメンテナンス技術

浮体式洋上風力発電システム実証研究(バージ型)

Neowins改定・更新

GI基金
1-(2)浮体基礎
1-(3)電気システム

低コスト施工技術開発・実証

GI

GI基金1-(4)運転保守高度化

経産省：福島浮体式実証（セミサブ）

環境省：五島沖浮体式洋上風力実証（スパー型）

GI基金1-(1)大型風車関連技術

GI基金 過酷海域実証

GI基金 大水深実証

港湾区域着床式中規模商用化
一般海域
着床式
大規模商用化

風車生産技術研究開発

一般海域
浮体式大規模商用化

案件形成

※国産風車
メーカー撤
退

GI

一般海域浮体式小規模商用化

次世代機商用化に向けた取組

GI基金1-(5)共通基盤開発

GI基金 浮体式実証

EEZへの拡大

アジア太平洋地域に適した風車の安定調達に向けた取組

次世代浮体FS
（第二期）

ブレードエロージョン対策のための地上試験標準化の国際共同研究開発

大型風洞設備による浮体式風車ウエイク現象の評価技術の研究開発

次世代浮体FS（第一期）
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主なキーワード

DXやGXの進展に伴う電力需要増加
エネルギー構造転換を経済成長につなげるための産業政策強化

➢エネルギー政策の基本的視点 Ｓ＋３Ｅの原則
安全性（Safety） エネルギー安定供給（Energy Security）
経済効率性の向上（Economic Efficiency） 環境への適合（Environment）

➢2040年に向けた政策の方向性
GX2040ビジョン 再生可能エネルギーを主力電源化 バランスの取れた電源構成

➢省エネ・非化石転換
DXやGXの進展 データセンターの効率改善 住宅等の省エネ化

➢脱炭素電源の拡大と系統整備
再エネの導入課題への対応 原子力、火力の活用 次世代電力ネットワークの構築

8

政策動向
第7次エネルギー基本計画（2025年2月）

再エネ海域利用法に基づく公募制度等を通じて、洋上風力発電については２０
３０年までに１０ＧＷ、２０４０年までに３０ＧＷ～４５ＧＷ（うち浮体式で１５Ｇ
Ｗ）の案件を形成することを目指す。
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政策動向
洋上風力産業ビジョン（第２次） 2025年8月
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浮体式洋上風力等に関する技術開発ロードマップ骨子
（2025年8月）
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2040年の将来像・あるべき姿
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年間 100～200基程度の製造・設置、累計1000基程度の運転保守を効率的に実施する必要
あり。 

風車産業国内立地の観点では更なる拡大が必要な規模感である一方、浮体製造、施工の観
点では克服すべき課題多数。サプライチェーンの形成に加えて、大量製造 ・高速施工技術、
点検・検査の省人化・省力化技術の実用化が重要。
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技術の商用化と現在進行中の事業の位置づけ
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洋上風況観測

洋上風力発電システム実証研究
（銚子・北九州）

Neowins開発

超大型風力発電システム
実証研究開発(7MW級)
風車部品開発

洋上ウィンドファーム開発支援事業(風況観測、ウェイク)

スマートメンテナンス技術

浮体式洋上風力発電システム実証研究(バージ型)

Neowins改定・更新

GI基金
1-(2)浮体基礎
1-(3)電気システム

低コスト施工技術開発・実証

GI

GI基金1-(4)運転保守高度化

経産省：福島浮体式実証（セミサブ）

環境省：五島沖浮体式洋上風力実証（スパー型）

GI基金1-(1)大型風車関連技術

GI基金 過酷海域実証

GI基金 大水深実証

一般海域
着床式
大規模商用化

風車生産技術研究開発

一般海域
浮体式大規模商用化

案件形成

※国産風車
メーカー撤
退

GI

一般海域浮体式小規模商用化

次世代機商用化に向けた取組

GI基金1-(5)共通基盤開発

GI基金 浮体式実証

EEZへの拡大

アジア太平洋地域に適した風車の安定調達に向けた取組

次世代浮体FS
（第二期）

ブレードエロージョン対策のための地上試験標準化の国際共同研究開発

大型風洞設備による浮体式風車ウエイク現象の評価技術の研究開発

次世代浮体FS（第一期）

港湾区域着床式中規模商用化



事業名 期間
テーマ名/事業者名

※太字：幹事企業 ※○に数字はテーマ数

風力発電等技術研究開発

1-02
風力発電にかかるサプライチェーン強
靭化に向けた技術動向調査

2024FY~
2025FY

○日本海事協会、海上・港湾・航空研究所、産業技
術総合研究所

1-03~
1-04

洋上風力発電低コスト施工技術開発
2018FY~
2025FY

○東洋建設、関海事工業所
○東亜建設工業

1-05~
1-09

浮体式洋上風力発電の導入に資する次
世代技術の開発

2014FY~
2025FY

○東京電力ホールディングス、北海道電力、大成建
設
○大林組
○アルバトロス・テクノロジー、電源開発、東京電
力HD、
住友重機械マリンエンジニアリング、川崎汽船1

○熊谷組、佐賀大学、横浜国立大学、長大
○戸田建設

グリーンイノベーション基金事業

1-11~
洋上風車用タワーの高効率生産技術開
発・実証事業

2021FY~
2025FY

○駒井ハルテック

分野横断

1-12
ブレードエロージョン対策のための地
上試験標準化の国際共同研究開発

2022FY~
2025FY

○新潟大学、信州大学、横浜国立大学、産業技術総
合研究所

1-13
大型風洞設備による浮体式風車ウエイ
ク現象の評価技術の研究開発

2023FY~
2025FY

○九州大学、東芝エネルギーシステムズ、カナデビ
ア、九州大学、日本精工

14

本日のプログラム
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